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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第44期 
第１四半期
連結累計期間

第45期 
第１四半期
連結累計期間

第44期

会計期間

自　平成24年 
　　３月１日 
至　平成24年 
　　５月31日

自　平成25年 
　　３月１日 
至　平成25年 
　　５月31日

自　平成24年
　　３月１日
至　平成25年
　　２月28日

売上高 (千円) 18,916,08518,682,44776,630,529

経常利益 (千円) 465,044 452,429 1,780,478

四半期(当期)純利益 (千円) 224,077 254,695 582,486

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 204,572 269,625 630,295

純資産額 (千円) 15,726,41816,358,85016,119,299

総資産額 (千円) 62,258,21260,703,92060,720,837

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 19.40 22.05 50.43

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ─

自己資本比率 (％) 25.2 26.9 26.5

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策と日銀の金融政策への期待感によ

る円高の是正や株価上昇の動きなどから、一部に景気回復の兆しは見られましたものの、欧州債務問題や

海外経済の減速懸念などにより、先行きの不透明な状況が続いてまいりました。また、雇用情勢や所得環

境の改善の動きは鈍く、個人消費は回復を実感できないまま低調に推移いたしました。

　こうしたなか当社グループは、営業力の強化と収益力の向上に取り組むとともに、コンプライアンスの

強化にも努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益(売上高及び営業収入)は195億２百万円(前年同四半

期比1.2％減)、営業利益は４億87百万円(前年同四半期比8.2％減)、経常利益は４億52百万円(前年同四半

期比2.7％減)、四半期純利益は２億54百万円(前年同四半期比13.7％増)となりました。

セグメントの概況は次のとおりであります。

(小売事業)

小売事業につきましては、地域のお客様のニーズに対応し、「私のお店」としてご支持いただける店づ

くりを目指し、お買い得価格商品の充実による低価格志向への対応やライフスタイル提案型の売場づく

りに注力するなど、営業力の強化に取り組んでまいりました。この結果、当第１四半期連結累計期間の小

売事業の営業収益は181億９百万円(前年同四半期比0.9％減)、営業利益は４億８百万円(前年同四半期比

11.1％減)となりました。

(その他)

その他の事業につきましては、惣菜等調理食品の製造販売が主なものであり、さらに徹底した品質管理

と衛生管理に努めるとともに、引き続き商品開発力の強化や生産性の向上に取り組んでまいりました。こ

の結果、当第１四半期連結累計期間のその他の事業の営業収益は13億92百万円(前年同四半期比5.9％

減)、営業利益は79百万円(前年同四半期比10.1％増)となりました。

なお、上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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(2) 財政状態

①　資産

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ16百万円減少し、607億３

百万円となりました。これは主に、流動資産が３億38百万円増加したものの、投資その他の資産が減少

したことなどにより、固定資産が３億54百万円減少したことによるものであります。

②　負債

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ２億56百万円減少し、

443億45百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加などにより流動負債が13億２百

万円増加したものの、長期借入金の減少などにより固定負債が15億58百万円減少したことによるもの

であります。

③　純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億39百万円増加し、

163億58百万円となりました。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,550,00011,550,000

大阪証券取引所
(市場第二部)
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数
100株

計 11,550,00011,550,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年５月31日 ─ 11,550,000 ― 3,697,500 ― 5,347,500

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成25年２月28日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成25年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 400

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,548,800 115,488 ―

単元未満株式 普通株式 800 ― ―

発行済株式総数 11,550,000 ― ―

総株主の議決権 ― 115,488 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式100株(議決権１個)が含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式32株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社天満屋ストア

岡山市北区岡町13番16号 400 ― 400 0.00

計 ― 400 ― 400 0.00

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年３月１日

から平成25年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年５月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、イースト・サン監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 886,578 1,097,206

売掛金 1,096,105 1,477,661

営業貸付金 452,659 367,804

商品 4,590,341 4,649,767

貯蔵品 62,788 66,639

その他 1,511,233 1,265,125

貸倒引当金 △124,742 △111,161

流動資産合計 8,474,964 8,813,043

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,953,954 15,944,997

土地 16,321,671 16,313,017

その他（純額） 1,770,477 1,704,592

有形固定資産合計 34,046,103 33,962,606

無形固定資産

のれん 580,157 564,234

その他 3,017,039 2,984,773

無形固定資産合計 3,597,197 3,549,008

投資その他の資産

差入保証金 4,939,561 4,719,763

敷金 7,189,626 7,132,501

その他 2,486,844 2,540,216

貸倒引当金 △13,461 △13,220

投資その他の資産合計 14,602,572 14,379,261

固定資産合計 52,245,872 51,890,877

資産合計 60,720,837 60,703,920
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,507,926 7,285,765

短期借入金 14,137,912 12,970,172

未払法人税等 213,233 187,779

賞与引当金 122,481 158,700

その他 2,700,625 2,382,230

流動負債合計 21,682,178 22,984,647

固定負債

長期借入金 15,545,845 13,955,242

退職給付引当金 2,106,429 2,144,622

役員退職慰労引当金 87,210 91,000

利息返還損失引当金 167,266 158,021

建物等撤去引当金 203,330 203,330

資産除去債務 159,041 159,883

長期預り保証金 1,074,180 1,028,797

長期預り敷金 2,277,840 2,282,695

その他 1,298,216 1,336,830

固定負債合計 22,919,358 21,360,422

負債合計 44,601,537 44,345,070

純資産の部

株主資本

資本金 3,697,500 3,697,500

資本剰余金 5,347,500 5,347,500

利益剰余金 6,975,902 7,201,724

自己株式 △345 △345

株主資本合計 16,020,557 16,246,379

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 78,753 92,319

その他の包括利益累計額合計 78,753 92,319

少数株主持分 19,989 20,152

純資産合計 16,119,299 16,358,850

負債純資産合計 60,720,837 60,703,920
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

売上高 18,916,085 18,682,447

売上原価 14,244,913 14,147,768

売上総利益 4,671,172 4,534,679

営業収入 832,527 819,711

営業総利益 5,503,699 5,354,390

販売費及び一般管理費 4,972,824 4,866,989

営業利益 530,874 487,401

営業外収益

受取利息及び配当金 9,209 6,049

持分法による投資利益 26,498 43,774

その他 1,614 3,862

営業外収益合計 37,321 53,686

営業外費用

支払利息 100,546 86,203

その他 2,606 2,455

営業外費用合計 103,152 88,658

経常利益 465,044 452,429

特別損失

固定資産除却損 10,822 16,521

固定資産売却損 － 2,080

投資有価証券評価損 16,210 －

その他 － 1,855

特別損失合計 27,032 20,457

税金等調整前四半期純利益 438,011 431,972

法人税等 212,744 175,912

少数株主損益調整前四半期純利益 225,266 256,059

少数株主利益 1,189 1,363

四半期純利益 224,077 254,695
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 225,266 256,059

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20,693 13,565

その他の包括利益合計 △20,693 13,565

四半期包括利益 204,572 269,625

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 203,383 268,261

少数株主に係る四半期包括利益 1,189 1,363
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【会計方針の変更等】

　

項目
当第１四半期連結累計期間

(自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日)

会計上の見積りの変更と

区別することが困難な会

計方針の変更

法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後

に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に

変更しております。

　これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期

純利益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第１四半期連結累計期間

(自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日)

税金費用の計算 税金費用の計算については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日)

減価償却費 450,991千円 423,406千円

のれんの償却額 15,923千円 15,923千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成24年５月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 28,874２円50銭平成24年２月29日 平成24年５月25日

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成25年５月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 28,873２円50銭平成25年２月28日 平成25年５月24日

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
(千円) その他(千円)

(注)１
合計(千円) 調整額(千円)

四半期連結
損益計算書
計上額(千
円)(注)２小売事業

　営業収益 　 　 　 　 　

　　外部顧客への営業収益 18,267,9041,480,70819,748,612 ― 19,748,612

　　セグメント間の内部
　　営業収益又は振替高

22,694 357,701 380,395△380,395 ―

計 18,290,5981,838,41020,129,008△380,39519,748,612

　　セグメント利益 458,961 71,913 530,874 ─ 530,874

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、惣菜等調理食品の製造販売業及び関
係会社等への商品供給に係る事業であります。

　　 ２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　　 ３　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日)

１　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
(千円) その他(千円)

(注)１
合計(千円) 調整額(千円)

四半期連結
損益計算書
計上額(千
円)(注)２小売事業

　営業収益 　 　 　 　 　

　　外部顧客への営業収益 18,109,4701,392,68919,502,159 ― 19,502,159

　　セグメント間の内部
　　営業収益又は振替高

22,779 368,015 390,795△390,795 ―

計 18,132,2491,760,70519,892,955△390,79519,502,159

　　セグメント利益 408,205 79,196 487,401 ─ 487,401

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、惣菜等調理食品の製造販売業及び関
係会社等への商品供給に係る事業であります。

　　 ２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　　 ３　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

　

２　報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

　なお、この変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日)

　　１株当たり四半期純利益 19円40銭 22円05銭

    (算定上の基礎) 　 　

　　四半期純利益(千円) 224,077 254,695

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(千円) 224,077 254,695

    普通株式の期中平均株式数(株) 11,549,653 11,549,568

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年７月５日

株式会社天満屋ストア

取締役会  御中

　

イースト・サン監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　太 田 洋 一 　 ㊞

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　京 町 周 平 　 ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社天満屋ストアの平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成25年３月１日から平成25年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25
年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社天満屋ストア及び連結子会社の平成
25年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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